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ゲ不定根の伸長を促進する MBR52 菌株を選抜した。本菌は、再接種により、10 日後にはシャクナ
ゲに定着することを見いだしている。次に、この根生育促進物質の探索と、その評価の為のバイ
オアッセイ法を開発した。すなわち、効率よく活性成分を分離する為の菌体膜“膜水”回収法と
ブロッコリー種子根を用いたアッセイ法を開発した。さらに、膜水から、活性成分の分離を試み、
活性成分は複数有り、熱安定性、保存性が高く、分子量１万以下の極性物質であることを明らか
にした。 
また、実際の生産現場への本菌の適用拡大のため、セラミックビーズ表面上で培養して、導入
することを考案した。本法で、培養した菌体を圃場に導入すると、カルミア組織培養苗の不定根
の発生が顕著に促進され、通常３ヶ月を要する栽培行程（馴化）が約一ヶ月に短縮されることを
見いだした。 
以上のように、同氏の研究は、発見した植物内生放線菌の応用により、栽培のコストや労働力
の軽減、また、農薬資材の軽減によって、作業の安全を促進する上で大きく貢献することが期待
され、今後の内生放線菌学の発展にも寄与する内容である。これらの研究内容は、
Actinomycetologica(レフェリー付)に３報掲載され、また、2006 年には、日本放線菌学会浜田賞
の栄誉に輝いている。以上のことから、本論文は博士（学術）の学位に十分値すると判定した。 
